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研究成果の概要（和文）：児童生徒の野外体験や野外観察の充実のために、教員向けの地域情報
提供ポータルサイト「大阪と地学教育」を簡便なブログ形式で構築した。そこには大阪および
周辺地域の野外観察や防災教育に役立つ情報などを掲載した。また、モバイル機器を活用した
雲観測や河川観察など野外観測のための既存の学習コンテンツの充実をはかるとともに、「デジ
タル地学」用の新たなデジタルコンテンツを作成した。 
 
 
研究成果の概要（英文）：A portal site for the teacher ,"Osaka and earth science education" 
was constructed with a blog website for the enhancement of the outdoors observation of the 
student.  Useful information for the outdoors observation and the disaster prevention 
education of Osaka and the surrounding area were published there.  Moreover, the 
existing contents of learning for the outdoors observation of the cloud observation and the 
river observation etc. using a mobile device was improved, and new digital contents of   
"Digital earth science" were created. 
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１．研究開始当初の背景 

身の回りの事物・現象への知的好奇心を喚
起するとともに、自然の価値を実感する感性
を磨くためには、野外で生の自然を体験する
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ことが大切である。今回の小・中学校「理科」
の改訂指導要領でも、自然体験の充実がうた
われている。しかしながら、様々な調査から
児童生徒の自然体験、生活体験の不足が指摘
され、特に地学分野では野外での学習活動が
十分に実施されていないことが明らかにさ
れている。その要因として、観察に適した場
所の選定の困難さや指導できる教員の不足、
交通費等の財政負担等があげられている。野
外観察や地域の自然を教材とした実感を伴
った学習が求められる地学分野では、教員に
よる教材研究に必要な情報や資料が不足し
ており、入手もしにくいという実態があると
考えられる。こうした教育現場の実態をふま
えた、教員の教材研究を援助できるような取
り組みが必要である。 

研究代表者らは「デジタル地学」という新
しいカリキュラムの確立を試行してきた。情
報化や地球環境、自然災害と密接に結びつい
た「デジタル地学」のカリキュラム開発およ
びその教材開発を行った。さらに、小・中・
高等学校の教員に向けた野外観察のための
地域情報の提供システムの構築と日々変化
が大きい携帯電話などのモバイル機器を活
用して、与えられた情報の活用だけでなく生
徒自身が観察・観測データを取得する新たな
デジタル情報活用教材を開発していきたい
と考えている。 

 
２．研究の目的 

現状の学校教育において児童生徒の野外
体験や野外観察の不足が憂慮されている。そ
の要因の一つとして教員の地域情報の不足
が上げられている。その解決策として地学分
野を中心に野外観察の充実のために教員向
けの地域情報提供システムの構築を行い、あ
わせて情報通信機器として最も普及してい
る携帯電話をはじめとするモバイル機器を
最大限活用した野外観察・観測の教材開発を
試行し、これを学校教育に活かすことを目的
とする。 
 
３．研究の方法 
(1) 教員向け地域情報の提供ポータルサイ
トの構築 
① 簡便な地域情報の提供ポータルサイトを
構築する。 
② 野外観察のための地図付きガイドを制作
する。 
(2) 携帯電話のフィールド調査での活用 
① 携帯電話のGPS機能を使用し、地図上の位
置と地質情報とを携帯電話から取得するシ
ステムを確立する。野外で撮影した写真やメ
モをサーバーに転送し、既存のデータとリン
クさせ、新たなルートマップを作成する学習
システムを確立する。 
(3) 携帯電話を活用する野外学習用のコン

テンツの開発 
① 児童生徒が活用できるwebサイトを構築
する。 
② 河川の水質調査等の流域情報のwebサイ
トを構築する。 
(4) ヒートアイランドのモニタリングシス
テムの充実・整備 
①既存の観測システムの維持管理を図り、学
習プログラムを開発する。 
(5) 「デジタル地学」のwebサイトの充実 
① 「デジタル地学」サーバーの管理をする。 
② 「デジタル地学」の学習コンテンツの充
実を図る。 
 
４．研究成果 
(1) 高等学校の地学教育の現状 
 高等学校での理科・数学では新学習指導要
領による教育課程が、2012年度の 1年生から
始まる。高等学校の「理科」の科目は大きく
変更されるが、地学教育にどのような効果を
もたらすのかは今のところ不明である。教科
書の採択数から推定した高等学校での地学
の履修率は、なかなか向上しないのが現状で
ある。アンケート調査によれば、教員への支
援策としてインターネットを介した教材や
指導法などの提供が期待されるものの一つ
である。新科目に関するそのような期待に地
道に応えていくことが，今求められているこ
とではないかと考えられる。 
 
(2) 地域情報の提供 
（独）科学技術振興機構理科教育支援セン

ター・国立教育政策研究所教育課程研究セン
ター(2010)によるアンケート調査によれば
理科の中で地学分野が教えにくいと回答す
る教員が、小・中・高等学校を通じて他の分
野より多い。また、高等学校理科教員への支
援策として、インターネットを介した教材や
指導法などの提供が期待されている。他のア
ンケート調査によれば、野外活動ができにく
い要因の一つとして野外活動に関する地域
情報の不足が上げられている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１ ポータルサイト「大阪と地学教育」 
 
ここでは、大阪を中心とする地学関連情報

 



 

 

を提供するポータルサイト「大阪と地学教
育」の構築を試みた（図１）。内容は以下の
通りである。 
① 大阪府およびその周辺での野外実習地に
関する情報の提供。地質・岩石に関する実習
地（六甲山、二上山、和泉、加太海岸など）
と河川での実習地（猪名川、淀川、大和川、
石川など）及び雪氷・気象に関する実習地（金 
剛山、大阪城公園）を取り上げた。実習地ご
との観察の主要なポイントをグーグルマッ
プ上にマーカーで示した。そのマーカーから
静止画及び動画など各種情報を掲載した
web ページにリンクさせた（図２、図３）。
また、災害記念碑などに関する情報も提供し
た（図４）。 
② 雲形の分類など野外での自然観察のため
の図鑑的コンテンツの提供。 
③ 大阪市周辺４地点での気象５要素の観測
データの提供。各地点のデータをグラフや表
で表示可能である。 
④ 主要新聞の地学を中心とする科学関連ニ
ュースへのリンク集。 
⑤ 各企業が提供しているブログパーツ等の
活用（日の出・日の入りなどの天文情報、地
震情報、気象レーダによる降水情報、天気予
報など）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ グーグルマップ上の観察場所の例 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ リンクされた野外実習の例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ リンクされた災害記念碑の例 
 
(3) 河川環境調査におけるＧＩＳの活用 

大阪府教育センター（2007,2008,2009, 
2010）では、河川環境管理財団の河川整備金
助成を受け、府内の小・中・高等学校ととも
に、河川を対象とした環境学習や野外体験学 
習を進め、その成果の交流会を開催してき
た。この環境学習の効果は、河川で活動する
ことにより「自然の不思議さ」に触れるとい
う自然科学の学習の原体験ができることに
ある。４年間にわたるそれらの活動の特徴に
ついて報告するとともに、河川での野外活動
を進めるための情報提供や活動の結果をま
とめるために GISを活用することについて検
討した（図５）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５河川の基礎データの地図上への表示例 
 

(4) 地学の気象分野・雪氷分野に関する教科
書内容の検討 
 小・中・高等学校の学習内容の系統性を考
える一例として、地学の中で気象分野と雪氷
分野を取り上げた。気象分野では実験観察を
より取り入れることの可能性を検討し、ビデ
オ教材の作成も試みた。雪氷分野について
は、地球環境問題との関連などについて検討
した。 
 
(5) 気象観測ネットワークの構築と活用 
大阪のヒートアイランドのモニタリング

を兼ねて気象観測（気温・湿度・気圧・風向・
風速・雨量）を学校の屋上などを借用して４
地点で実施し、併せて３地点で魚眼レンズと

 

 

 

 



 

 

ビデオカメラを活用して全天の雲観測を行
った。観測点の気象観測データを閲覧する日
別および週別のグラフ表示とテキスト表示
のソフトウェアを開発し、学校での授業や教
員研修への活用を進めた（図６）。ヒートア
イランドなど都市特有の大気現象に関する
データを学校教育に活用できる手段を構築
できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図６ 気象観測値の時系列を自動表示した例 
 
(6) デジタルコンテンツ等の作成 
① 朝９時の大阪の空：午前９時の地上から
の西空の画像、全天カメラによる画像、気象
庁による気象衛星画像（可視画像・赤外画像）
と速報地上天気図をデータ化した（図７）。
これらのデータは、「日々の天気の変化の様
子」や「地上から見た雲と宇宙から見た雲の
関係」などの学習に活用が可能である。 
② 雲の出現頻度の統計値：大阪管区気象台
で観測した 10 年間の地上気象観測原簿をも
とに、十種雲形の月別、季節別出現数を求め
た（図８）。年間を通じて積雲の出現数が最
多であることや巻積雲や高積雲が特に秋に
出現数が多いわけではないことなどが明ら
かになった。高度ごとの代表的な雲は、上層
は巻雲、中層は高積雲、下層は積雲であるこ
とがこの出現頻度から明らかになった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図８ 10年間の大阪での雲の出現率 

③ デジタルデータを用いた地球環境に関す
る教材の作成：デジタルデータの活用例とし
て、気象庁の南方振動指数の観測データと大
阪管区気象台での月平均気温および月降水
量の観測データを使用し、エルニーニョやラ
ニーニャ時の大阪の気候の特徴を明らかに
する教材例を作成した（図９）。 
④ 天体画像集の作成：授業で使用できる説
明付天体画像集を作成した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図７ 雲の画像データベースの作成例 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図９ 海面水温変動と大阪の気温との関係 
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